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山地の極相林成立域における過去の人為的攪乱
-林野火災による攪乱を中心に-
高　岡　貞　夫
1.はじめに
日本の森林植生の成立に対する人為的撹乱の影響は,都市近郊や農村に
存在する里山とよばれる二次植生について多くの研究がなされている｡
1900年代半ば以前には農用林･薪炭林として森林が利用され,立木の伐
揺,落葉･落枝の除去,林床植生の刈り取りなどが行われていた(矢野
1988,武内ほか2001)｡そのような里山と称される二次植生の面積は,国土
の2割に相当する600万ha以上になると推計されている(恒川2001)｡二次
植生の成立に関わってきた人為撹乱の歴史は古く,数千年間におよぶこと
が花粉分析(内山1998,高槻1998)や黒ボク上層の生成年代の推定(渡連
1992)から明らかにされている｡
一･万,人間の居住場所から離れた高標高地域,すなわち山地帯上部から
敢高山帯にかけての植生苛においては,人為的撹乱の影響は小さいものと
考えられ,植生学の分野では人為的要因があまり考慮されることなく植生
の構造や組成が論じられてきた｡実際これらの地域では,スギやカラマツ
などの植林地に置き換えられたり,草地造成が行われたりしたところを除
けば,自然度の高い森林が成立している場合が多い｡
しかし=一見,原生状態に近い自然植生であると考えられる場合でも,長
期にわたって人為の影響を受けてきた可能性があり,植生の分布や構造を
捉える際にはその影響を無視すべきではない(Turneretal. 2001)｡そもそ
も,人為の影響があるかないかという観点で原生的自然と人為的自然が分
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けられるという考え方自体を見直す必要もあろう(vale 2002)｡
日本の山岳地域においても,長期間にわたる人為的撹乱の存在を示唆す
る報告は少なくない｡例えば中部地方においては,後期旧石器時代の後半
以降に中部高地の全域に渡って遺跡が増加し仲村2003),飯綱高原では約
3000年前から人間活動が活発になって植生-影響を及ぼしたことが,花粉
分析によって示されている(富樫ほか2004)｡また東北地方では,人為干渉
と密接な関係にあるとされる黒ボク土層は山地上部ほど生成開始年代が若
くなっているが,十和田火山の山地帯植生域ではおよそ1000年前以降から
黒ボク土層が生成されているという(細野ほか1994)｡
本稿では,森林に対するさまざまな人為的撹乱のうち,比較的大規模な
撹乱に発展して植生構造を左右するほどに影響力を有する可能性のある林
野火災に焦点をあて,火災による撹乱の特徴やその時代変化,研究手法に
関する問題点などについて言及しながら,原生自然とされる地域の植生成
立に人為的撹乱がどの程度関わっている可能性があるのかについて検討を
行う｡はじめに林野火災の研究が蓄積されている北アメリカ西岸地域の原
生林を取り上げ,さらに日本における森林地域について論じる｡
2.北アメリカ西岸における林野火炎と原生林
(1)ヨーロッパ人の入植以前の時代
北アメリカで現在発生している林野火災には,落雷による自然発火のも
のと,キャンプ場からの失火など人為的要因によるものとがある｡火災の
発生頻度や火災発生総数に占める人為的火災の割合は,さまざまな気候条
件下にある地域間で異なるばかりでなく,時代的にも変化を遂げてきた｡
ヨーロッパからの入植が始まる以前の時代における,植生に対する人為
的火災の影響については,さまざまな見方があるが(vale 2002),北アメリ
カの多数の地域において先住民が火入れによって植生景観を変化させてい
たことを示唆する研究は多い(williams 2003)｡本来は森林であった地域の
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植生が,草原やサバンナ状の植生に変化したというものである｡しかし,
北アメリカの西岸地域に限ってみると,植生景観は人為よりもむしろ自然
のプロセスが中心になって形成されていて,先住民による撹乱の影響は過
大評価されているという見方がある(vale 1998)｡例えばヨセミテ国立公園
においては,先住民によって火災の頻度が増加して植生が改変された可能
性があるのは低標高域の谷沿いにあった集落周辺に限られ,それ以外の山
地斜面では人為火災の影響はわずかであると推定されている(vale 1998)｡
火災が先住民による人為干渉の中で最も影響が大きいと考えられるにも
かかわらず,先住民の火入れが,どこで,どのように,どの程度まで植生
景観形成に影響を与えていたかといった点については,上述のVale(1998)
のようなわずかな研究例を除くと,ほとんど検討されていない｡古生態学
的研究(clark andRoyall 1996, LongandWhitlock 2002)や,年輪の分析によ
る研究(Kilgore and Taylor 1979, Loope andAnderton 1998, Kaye and Swetnam
1999),文献資料による研究(Russell 1983, Batek et al. 1999, Black and Abrams
2001)などが火災による撹乱体制に対する人為の影響を明らかにしている
が,先住民が火入れによってどのように植生パターンを改変してきたかに
ついての詳細は不明な点が多い｡気候や植生,民族などの違いを踏まえた
上で,火災の発生の仕方や植生-の影響が景観レベルで検討される必要が
ある｡
(2)ブルーリバー流域における事例
ブルーリバーはオレゴン州カスケード山脈の西側地域を流れるマッケン
ジーリバーの支流の一つである｡流域の標高は420-1620mであるが,
およそ1000mを境に温帯針葉樹林と亜寒帯針葉樹林とに分かれる(Frank-
linandDyrness 1988)｡ 1820年代にヨーロッパから入った疫病の流行で先
住民の人口が激減し, 1860年代以降は先住民がこの地域からほとんど姿
を消した(Burke 1979)0
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本地域における植生に対する先住民の火入れの影響については二つの異
なる説がある｡いくつかの研究によれば, Kalapuya, Molala, Tenino,
Northern Paiuteをはじめとする人々が狩猟動物のための草地やベリーの
生育を促すために火入れをしていた(coville 1898, Minto 1908, Boyd 1999)と
いうが,その一方でBurke(1979)は,先住民が本地域で積極的に火入れを
行ったことに疑問を里している｡林内でのたき火が森林火災の発生につな
がることはあったにせよ,本地域に住んでいた先住民グループは,狩猟や
トレイルの維持,ハツカベリーの生産性向上などの目的で火を積極的に使
用することはなかったと考えられる(Burke 1979)｡カスケード山脈地域の
亜高山帯で先住民による火を用いたベリー植生の維持がなされていたこと
は確かにあったが(Boyd 1999),火入れはよく管理されたもので,大規模な
火災の原因となることはなかったという(French 1999)｡
ブルーリバー流域とその隣接地域(合計35,600ha)について, 1946年撮
影の空中写真を用いて植生判読を行った結果によると,本地域にはダグラ
スモミが優占する一斉林が原生林の中にパッチ状に分布しており,一一一一斉林
の総面積は12,500haに達する(高岡･スワンソン2004)｡それらは主に1800
年代以降の火災を起源とする再生林であるが,火災の原因には人為と自然
の両方が含まれていると考えられる｡先住民は河川の合流地点をキャンプ
地として利用したり,主稜線上を狩猟の場や広域的な移動経路として用い
ていたことが考古学的に推定されている(MinorandPecor 1977)が,一一一斉林
の分布は,これらの地形的な位置と強い結びつきを持っているとはいえな
い｡このことは,先住民の火の利用が,当時発生した火災の主要因になっ
ていなかったことを意味する｡先住民の活動は,森林の構造や分布パター
ンに影響をもつほどのものでなかったと考えられる｡
(3)ヨーロッパ人の入植以後の時代
ヨーロッパからの入植者の活動が植生景観パターンに与えた影響につい
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てもまた,不明な点が多い｡例えば1843年にオレゴン州にもたらされた羊
は,夏季にカスケード山脈の林内や高標高域にある草原に放牧されていた
が(Burke 1979),このことが1800年代半ば以降におけるこの地域の火災の
発生頻度を高めた可能性があるとする説(Muir 1916, Vankat 1977)がある一
方で,そのような人為的火災は放牧開始初期の非常に限られた期間のみで
あったとする説もある(coville 1898)｡その他に,カスケード山脈を東西に
横断する馬車道の開通や,カスケード山脈西側での金鉱の開発など,人為
火災の発生頻度を高めたと考えられる人間活動を多数あげることができる
(Burke 1979)｡
ヨーロッパからの入植者が火災の発生の仕方に与えた影響を論じる際に
考慮すべきことは,上述のような火災の発生原因としての人間活動だけで
はない｡火災の発生を抑制する要因としての人間活動も大きな影響を与え
た｡北アメリカ西岸では1910年から森林局による防火プログラムが開始
され,火入れの制限と消火活動が行われるようになった(Agee 1993)｡はじ
めは防火技術が発達していなかったためや,防火活動を行うために必要な
林道が開設されていなかったために,防火プログラムの効果は現れなかっ
たが, 1940年代ごろからは効率的に防火が行われるようになった(vale
1981)｡年輪試料から読み取れる過去数百年間の火災発生履歴によれば,
ブルーリバー流域においても, 1900年代に入って火災の発生頻度は急減
した(Teensma 1987, Weisberg 1998)｡
このような防火活動は,森林の群落構造,特に火災の強度や規模を左右
する林内の燃料(落葉落枝)の蓄積量を変化させることになった｡人為にせ
よ自然にせよ,もともと火災がある頻度で発生していた時代には,林内の
燃料は適度に焼失していたが,防火プログラムの開始以降は林内に燃料の
蓄積が生じた｡このことは,近年になって,より強度や規模の大きな火災
が発生するようになったことと関係があるとされる｡ 1960年代まで減少
傾向にあった北アメリカ西部8州の林野火災面積は,その後増加に転じ,
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1980年代以降には1900年代初頭と同じかそれを超える水準に達した
(Agee1997)｡世界的に知られたイエローストーン国立公園の大火災が
1988年に起き,オレゴン州では2002年にオレゴン史上最大とされる火災
が発生したことも,防火政策の影響による林内燃料の蓄積が背景にある｡
以上に検討してきたことをまとめると,北アメリカ西岸地域,特にカス
ケード山脈地域においては,先住民による林内での火の利用があったこと
は事実であるとしても,そのことが林野火災の発生頻度を高めるなど,火
災レジーム(Fireregime)に大きく関わっていたとは考えにくい｡一万,
1900年代に入ってからの防火政策に伴う人間活動は,火災発生頻度を減
少させ, 1960年代以降は発生規模や強度を増大させるという,従来とは
異なる火災レジームを作り出した｡この地域の森林は1950年代ごろから
急速に伐採が進行し,原生林の面積は大きく減少した｡′ブルーリバー流域
では1946年に20,900ha存在した原生林の面積は, 2000年には11,400
haまで減少したが,この残存した原生林分でさえ,防火政策にともなう
火災レジームの変化によって,かつての林分構造と同一一のものではなく
なっていると考えられる｡
3.日本の極相林分布域における林野火災と研究課題
(1)日本の山地植生と過去の林野火災
日本では強い乾燥状態が長期間継続する季節がなく,落雷は降雨を伴う
ので,発生する火災のほとんどが人為的な要因によるものである(後藤
1999)｡このことは,北アメリカの事例と違って,もし過去に火災が頻発
した事実を示す証拠があれば,それは人間活動の存在の直接的な証拠と考
えても差し支えないことを意味している｡
人為的な火災が日本の植生構造に関わっている例は,東北地方の冷温帯
林の背腹性に認められる(中静2003)｡冬から春先にかけての乾燥は太平洋
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側山地での火災の発生頻度を高めるが,日本海側では降雪や残雪の影響で
低い発生頻度となる｡このような火災レジームの違いが数千年間も続く中
で,ブナの優占する日本海側の冷温帯林と,多様な落葉広葉樹からなる太
平洋側の冷温帯林とに分化したという｡
断片的ではあるが,より狭い地域に限定して過去の火災について検討し
た例もいくつかある｡例えば,琵琶湖湖底のボーリングコア試料中の微粒
炭の分析(井上ほか2001),および琵琶湖東岸に位置する曽根沼における泥
炭堆積物中の微粒炭の分析(井上ほか2005)は,この地域の火災の発生史を
明らかにしている｡微粒炭が多産する時期には木本花粉が減少するので,
過去の火災は植生変化を伴ったものであったと考えられる｡また約13万
年前から約1万年前の期間には火災が少なく約1万年前から増加すること
は,これらの火災が火入れ等による人間活動によることを示唆している｡
また,より標高の高い山地において,植生景観に対する過去の火災の影
響を検討した例もある｡石鎚山系瓶ケ森周辺では,最近700年間におい
て,山頂部のササ草原そのものの成立･維持には火入れ等の人為要因は関
わっていないとみられるものの(Sasakietal. 2004),その周辺域の植生は少
なくとも300年前から焼畑の影響を受けていた可能性があること(佐々木
2003)が,表層堆積物中の炭化片や微化石の分析から示されている｡
しかしこれらはいずれも1000m前後までの標高域での事例であり,二
次林ではない原生状態の森林が現在も残存する地域においては,植生に対
する人為撹乱の影響に関する直接的な情報はほとんど得られていない｡
(2)日本における林野火災史研究の手法上の問題
北アメリカにおいて,林野火災発生の履歴を復元し,過去の火災レジー
ムを推定する場合に最も頻繁に用いられるのは,年輪から得られる情報で
ある｡年輪から復元される火災史と現実の火災史は同一一ではないし(weis-
berg 1998),年輪学的手法によって火災履歴を推定する場合の問題点は,
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いくつか指摘されているが(例えばBakerandEhle 2001),年輪が過去の火災
について時間的にも空間的にも最も精度の高い情報をもたらしてくれるこ
とには相違ない｡
北アメリカにおける年輪を用いた火災史研究で分析対象の中心となるの
は,年輪組織の中に残された過去の火災による損傷跡(Fire scar)である｡
切り株の木日面に見出される複数の損傷跡が形成された年代を決定し,撹
傷を受けた個体の空間分布から,火災の範囲を年代別に推定する(Arnoand
sneck 1977, Agee 1993)｡北アメリカ西岸の山地では,過去500年以上にわ
たって過去の火災の歴史が復元されている(weisberg and Swanson 2003)｡
このような手法をそのまま日本で用いることは,いくつかの点から考え
て困難である｡まず, H本では北アメリカの火災頻発地域と違って,樹皮
が非常に厚く発達する樹種が存在しない｡したがって,火災が発生した際
に,延焼した個体は樹皮の卜にある形成層が破壊されて枯死する可能性が
高く,仮に一部損傷を受けて生存する個体が存在しても,繰り返し火災が
発生するrPで生存しつづけることは,まれなことであると考えられる｡ま
た揖傷跡の観察は,成長錐によって得られるような部分的な年輪試料を用
いたのでは不十分であり,切り株等の木口面での観察や計測が必要にな
る｡しかし,日本は温暖湿潤な気候卜にあるために木材の腐朽進行速度が
大きく,伐採後に放置された切り株の保存状態は非常に悪い｡また,現在
では大面積にわたって極相林域で伐採が行われることはほとんどなく,長
期間の年輪情報を有する大径の切り株が新たに得られる機会は生じにく
い｡カスケード山脈における年輪情報に基づいた火災履歴の研究(例えば
Teensma 1987, Morrison and Swanson 1990, Weisberg 1998)は,この地域で
1960年代から1980年代にかけて原生林の伐採が進み,大量の切り株が発
生したからこそ行うことができた｡
以上のことから,日本の極相林域で火災の履歴を復元する際には,年輪
情報は補助的には使用できるが,主たる分析対象にはなりえない｡時間精
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痩,空間精度ともに年輪より劣るが,堆積物中の微粒炭が過去の火災発生
を推定する上で重要となる｡また黒ボク土や堆積物中の花粉や植物珪酸体
などの微化石も,間接的に火災についての情報を提供してくれる｡
(3)北海道における植生史と林野火災
北海道の自然植生の大部分は1800年代の末まで大規模に改変されるこ
となく,ほぼ原生林に近い状態で維持されてきたが,明治政府の本格的な
移民･拓殖政策が進む過程で急速に失われていったとされる(宮脇1988)｡
米軍撮影の空中写真には,都市近郊を除く山地･丘陵地に1940年代におい
てさえ自然度の高い森林が広く残存していたことが記録されている｡北海
道は,伐採や火入れなど長期にわたって人為撹乱を受けてきた本州以南の
地域に比べて,植生に対する火災の影響の研究に取り組みやすい地域であ
るといえる｡また, 1800年代以前の原生林と考えられてきた北海道の植
生は,実際にはどの程度の人為撹乱を受けていたのかについて,火災史の
復元を軸に再検討する必要があろう｡
北海道の森林の成立に影響の大きかったと考えられる撹乱は,火山活
動,台風,林野火災,そして伐採である｡これらは時間的にも空間的にも,
それぞれ独特のレジームで森林成立に関わってきた｡伐採は過去百年,特
に1900年代の半ば以降において,もっとも大きな変化を北海道の森林にも
たらした｡火山活動は,一つ一一つの火山ごとに見れば決して頻度の高いも
のとは言えないが,その影響は長期間に及ぶ場合がある｡火山噴出物に
よって地表が更新され,森林植生の再生は　一次遷移の過程を経ることにな
る｡また,火砕流や降灰によって,広範囲にわたって森林を破壊したり森
林の環境を改変することが起こりうる(okaandTakaoka 1996)｡台風もま
た,頻度の高い撹乱を発生させるとはいえないが, 1954年に発生した風倒
被害佳子ほか1977)の事例のように,広域的に森林を破壊することもあっ
た｡
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北海道水産林務部による『林野火災被害統計白書』によれば,現在北海
道に発生する林野火災の主な原因はタバコ,たき火,ごみ焼きなどであ
り,落雷に起因する火災は,全く発生しない年が多く,発生しても年間1,
2件である(横山2003)｡ 1900年代前半には現在に比べて延焼面積の大きな
林野火災が頻発したが(TakaokaandSasa 1996),それ以後は面積,発生数
ともに減少傾向にある｡しかし移民開始以前においての火災レジームにつ
いては,ほとんど知られていない｡北海道に5000年以上にわたって人間
が居住していたことは明らかであるから,規模や頻度はともかく,人為的
火災が発生していたことは間違いない｡
北海道では後氷期の温暖化に伴って約8000年前からミズナラが急増し
たことが花粉分析によって明らかにされている(小野･五｢嵐1991,山田
1998)｡ミズナラをはじめとした冷温帯性落葉広葉樹は堅果や果実をもた
らすことから,北海道の縄文文化の開始には,落葉広葉樹林の形成が関与
していた可能性が指摘されている(山田1998)｡しかし,ミズナラは他の広
葉樹や針葉樹に比べて樹皮が厚く,また萌芽性も高いので,火災を中心と
する人為撹乱に対して相対的に強い樹種であると考えられる｡ミズナラの
増加は完新世の温暖化だけが原因ではなく,人間活動の開始に伴う人為撹
乱の増加が関わった可能性もある｡このことを実証的に検討するには,花
粉分析に加えて,微粒炭の出現量の時代変化を積雪量の異なる複数の地域
間で比較しながら明らかにすることが必要である｡
4.おわりに
本稿では,北アメリカ西岸地域の原生林における先住民の活動や1900
年代の防火政策が火災レジームに対して及ぼした影響について検討し,さ
らに日本の極相林成立域において過去の火災による人為撹乱と植生構造と
の関わりを検討することの意義を述べてきた｡植生学において植生構造と
人為的撹乱の関係の研究は里山地域で最も盛んに行われているが,奥山に
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相当する地域においても,里山地域とは異なる視点や手法で人為撹乱の有
無やその影響が検討されてよいだろう｡北海道において,完新世の植生史
と火災発生史の関係を明らかにすることは,北海道特有の植生タイプであ
る針広混交林の成因の再考につながるかもしれない,重要な研究課題であ
る｡
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